
私たちヒトを含む哺乳類の個体にはオス

とメスがあり、その性は性染色体によって

決定されます。X染色体やY染色体とい

う言葉を聞いたことがあるでしょう。これ

が性染色体です。一方、多くの植物では、

１つの花に雄しべと雌しべが一緒につい

ています。これを両性花と呼びます。春

の桜も秋の萩も両性花で、１つの株に２

つの性が同居します。あまり目立ちませ

んが、ホウレンソウやアスパラガスなどの

花をよく見ると、雄しべだけをもつ雄花と

雌しべだけをもつ雌花が別々の株につき

ます。動物のようにオスとメスが分かれて

いる植物もあるのです。私たちが研究し

ているナデシコ科ヒロハノマンテマも、雄

花をつける雄株と雌花をつける雌株に分

かれています。これが雌雄異株植物です。

雌雄異株植物の多くは、性染色体をもっ

ています。ヒロハノマンテマのオスはXと

Y染色体を、メスはX染色体だけをもって

います。XYがオス、XXがメスになるわけ

で、これはヒトと同じです。私たちは、植物

の性染色体のゲノム（DNA配列）を手が

かりに、オスとメスを作る仕組みを調べて

います。最近では、植物に感染するクロ

ボ菌により、メスに雄しべが誘導される性

転換の仕組みも研究しています。

植物のオスとメスを作るしくみ

東京大学大学院新領域創成科学研究科
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ゲノムＤＮＡの糸まりを引っ張ってみよう！

加畑博幸 京都大学先端融合医学研究機構展示責任者
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ショウジョウバエゲノムの体系的解明

上田　龍 国立遺伝学研究所系統生物研究センター展示責任者

ショウジョウバエはその小さな体にきちん

とした脳・神経系や消化器・心臓を持ち、

外界の細菌やカビから身を守る免疫系

も備えています。その体のつくりを支配

する遺伝子の働きがヒトを含む多くの生

物にも当てはまるなど、これまで100年以

上も遺伝学の材料として多くの研究者

によって利用されてきました。

近年のゲノム解析から、ハエは約1万4千

個の遺伝子を持っていることがわかって

います。その62％はヒト約3万2千個の遺

伝子の中に共通のものを見つけることが

出来ます。このため、ハエの遺伝子の働

きを徹底的に解明すれば、ヒト遺伝子の

働きを基礎的なところで理解できるかもし

れません。

私たちはRNAi法という技術を使い、ハエ

遺伝子全てについてそれぞれの突然変

異体をつくり、遺伝子の変異が個体のど

のような機能を阻害するのか、ということ

を調べています。まだ3000種類の変異

体系統しか出来ていませんが、これまで

その働きがわからなかった遺伝子が、個

体の形作りや行動リズムに重要な役割

を果たしていること、また構造が複雑で

生体での機能が未解明の糖鎖について

も、形作りに果たす役割を推定できるよ

うになるなど、面白い結果が続々と得ら

れています。是非ポスターをご覧下さい。
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ショウジョウバエに学ぶ遺伝子のはたらき

東京都立大学大学院理学研究科

一つの生物がもっている全ての遺伝情

報のセットをゲノムとよびます。ゲノムの

配列情報を解読することによって生物学

の問題やヒトの病気のしくみを理解する

ことに役立つといわれていますが、ゲノム

の塩基配列を読んだだけでは不十分で

す。ゲノムの中にある遺伝子がどこでど

んな仕事をしているのかを理解する必要

があります。その目的に役立つのがショ

ウジョウバエです。ショウジョウバエは体

長数ミリの小さな昆虫ですが、研究者が

いろいろな方法を使って遺伝子を操るこ

とができます。たとえば、特定の遺伝子

にキズをつけて働かなくしたり、あるいは

逆により強く働くようにしたりすることが

できます。その結果、からだの形や動きが

おかしくなることがあります。もしそうなっ

た場合には、その遺伝子が体の形を作

るしくみや、行動のしくみに関係している

ということを意味しています。つまり、変わ

り者のハエは遺伝子がどんな仕事をして

いるかをわかりやすく教えてくれるので

す。ショウジョウバエでわかったことは、ヒ

トの遺伝子にもあてはまることがほとん

どです。今回は、行動の変わり者を中心

に紹介します。
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展示責任者所属

展示責任者所属

展示責任者所属

展示責任者所属

河野重行展示責任者

生物をどのように形作り、保っていくか、

それはＤＮＡという細長い糸が決めていま

す。ＤＮＡは細胞の中で折りたたまれ、長

い糸を丸めて糸まりにしたようになってい

ます。そのＤＮＡの糸には記号が並んで

いて、それを基に生物は作られ維持され

るわけです。ＤＮＡの糸がほどけていると

きは、その記号を読むことができますが、

ぎゅっと丸まった状態では読めません。そ

のため、細胞内ではＤＮＡの糸まりが部分

的にほどけたり、また丸まったりすることで

記号の読み取りはコントロールされてい

ます。私たちがＤＮＡについて調べるとき

もＤＮＡの糸まりをほどいて糸を取り出し

て調べる必要があります。私たちの研究

では、ＤＮＡの糸まりをほどいて、流れを起

こして糸を伸ばすという方法でDNAを調

べようとしています。（川でふんどしを洗う

ところをイメージして下さい。流れに沿っ

てふんどしが伸びてなびいています。）流

れは電気的な力によって起こし、ＤＮＡの

糸が流れの変化で伸びたり縮んだり、あ

るいは向きを変える様子が観察できま

す。今回の展示では実際に装置に触れ

てＤＮＡを伸ばしたり縮めたりしていただ

く予定です。是非ＤＮＡの糸で遊んでみ

て下さい。

相垣敏郎展示責任者

生きものはゲノムを持つ

生きものはゲノムを持つ

生きものはゲノムを持つ

生きものはゲノムを持つ

（図１）ヒロハノマンテマとヒトの性染色体模式図

（図2）実際にDNAの糸がなびいている様子

（図1）ふんどしを洗っているところ

（図2）ヒロハノマンテマの雄花と雌花 ショウジョウバエと遺伝子地図

（図1） （図2）


